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　前夜の雨も上がり暑い夏を思わせる、みどりの日（4月29日）。こ

の3月に市文化財に指定された「入山のカスミザクラ」を見に行っ

て来ました。入山集落に入り、道路沿いの沢を下り、真っすぐに伸

びた杉の尾根伝いを登って行くと、頂上手前の急な斜面にしっかり

と根を下ろしていました。残念ながら満開を過ぎていましたが、幹

のこぶ、幹の裂目に強い生命力を感じました。約280年前に入会地紛

争を鎮めた桜の木の地点からは市街地を望むことができました。
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冨

蓑

照　灘

　
十
日
町
市
の
成
人
式
が
5
月
3
日
出
、
ク
ロ

ス
ー
0
で
行
わ
れ
、
7
4
4
人
（
男
3
7
2
人
、

女
3
7
2
人
）
が
め
で
た
く
成
人
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
新
成
人
に
よ
る
市
民

憲
章
の
朗
読
、
本
田
市
長
の
お
祝
い
の
言
葉
、

祝
電
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
尾
身
県
議
会
議
員
の
乾
杯
の
音
頭
で

始
ま
っ
た
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
十
日
町
を
訪
問
し
て
い
た
ラ
ウ
ラ
・
ク

レ
リ
チ
さ
ん
（
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
）
か
ら
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
の
特
集
は
定
番
と
な
り
ま
し
た
、
成
人
式
の

・
会
場
で
拾
つ
た
新
成
人
の
コ
メ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

《
イ
ン
タ
壁
愚
ー
の
内
容
〉

⑳
成
戴
鷹
獄
つ
驚
謙
謬
箋
癒
じ
蓬
繍
莚
＆

　
《
馨
融
懸
羅
畿
》
隊
鷲

㊧
莇
隷
薩
か
鑛
鏡
遊
誰
圏
購
蘭
の
嚢
購
面

　
畿
悪
購
蕊
獄
留

③
羅
灘
か
齢
の
業
麗
購
爾
縫
望
悲
謹
遊
ぽ
領

④
あ
慧
遊
襟
太
翻
健
麟
羅
騨
る
懸
の
麟
遷

　
邊
》
獄
留

⑥
あ
な
た
の
結
婚
翻
標
箪
齢
畿
運
想
の
耀

　
羅
鎌
ば
留

①
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
と
健
康
管

　
理
を
心
が
け
た
い
で
す
ね
。

②
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
独

　
自
の
名
産
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ

　
ろ
。
悪
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
十
日
町
の
伝
統
的
な
長
所
を
残
し

　
続
け
て
ほ
し
い
。

④
家
族
を
は
じ
め
こ
れ
ま
で
私
を
支

　
え
て
く
れ
た
周
囲
の
人
々

⑤
や
さ
し
く
て
気
の
合
う
人
と
2
4
歳

　
く
ら
い
ま
で
に
。

高
橋
桃
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
丸
山
町
）

①
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
い
て
挙

　
げ
れ
ば
幸
せ
な
結
婚
を
望
み
ま
す
。

②
お
米
が
お
い
し
い
。
悪
い
面
は
遊

　
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
い
こ
と
。

③
も
っ
と
若
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ

　
る
活
気
に
満
ち
た
町
に
な
っ
て
ほ

　
し
い
で
す
ね
。

④
自
分
自
身
。

⑤
2
2
～
2
3
歳
ま
で
に
好
き
な
人
と
結

　
婚
し
た
い
で
す
ね
。
好
き
に
な
っ

　
た
人
が
理
想
の
タ
イ
プ
で
す
。

高
橋
の
ぞ
み
さ
ん

　
　
　
　
　
（
稲
　
葉
）
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村
山
ミ
チ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
細
　
尾
）

①
い
つ
か
小
さ
な
お
菓
子
屋
さ
ん
を

　
開
け
る
夢
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い

　
と
思
い
ま
す
。

②
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
通
、
商
店

　
街
の
街
並
も
き
れ
い
に
な
っ
て
き

　
て
い
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

③
私
た
ち
若
者
が
、
い
ろ
い
ろ
参
加

　
で
き
る
元
気
な
町
に
。

④
友
達
と
彼
氏
で
す
。

⑤
彼
氏
？
意
志
の
強
い
人
と
2
3
歳
く

　
ら
い
で
。

①
業
田
購
に
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
住

　
み
続
け
だ
鱒
と
嶺
う
思
鵬
が
強
蒙

　
ゆ
ま
じ
た
。

②
良
碗
点
は
伸
間
意
識
が
強
鱒
こ
と
。

　
悪
麟
点
は
こ
れ
と
樋
っ
て
特
に
灘

　
り
ま
せ
ん
。

③
こ
の
ま
ま
の
十
日
購
市
欝
あ
っ
羅

　
ほ
し
聾

④
地
元
の
仲
間
た
ち
。

⑤
麗
歳
。
理
想
の
タ
締
プ
は
今
の
彼

安
懸
す
、

武
居
千
代
江
さ
ん

　
　
　
　
（
上
原
新
町
）

①
回
り
の
こ
と
を
考
え
な
い
性
格
な

　
の
で
直
し
た
い
で
す
。

②
み
ん
な
や
さ
し
い
良
い
人
ば
か
り
。

　
十
日
町
が
大
好
き
な
ん
で
す
。
悪

　
い
所
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。

③
自
慢
で
き
る
十
日
町
の
名
物
を
た

　
く
さ
ん
作
っ
て
ほ
し
い
。

④
た
く
さ
ん
い
る
友
人
で
す
。

⑤
3
0
歳
ま
で
に
で
き
た
ら
い
い
で
す

　
ね
。
私
と
性
格
・
外
見
が
釣
り
合

　
え
ば
ど
な
た
で
も
。

①
お
酒
を
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。

②
良
く
も
悪
く
も
の
ど
か
と
い
う
こ

　
と
で
し
ょ
う
か
。

③
若
い
人
が
定
着
で
き
る
よ
う
な
町

　
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
も
早

　
く
今
い
る
柏
崎
市
か
ら
地
元
十
日

　
町
市
に
帰
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て

　
い
ま
す
。

④
家
族
。

⑤
32
歳
。
明
る
く
て
や
さ
し
い
人
が

　
理
想
で
す
。

①
大
人
に
な
る
た
め
と
異
文
化
に
触

　
舞
た
恥
の
で
海
外
へ
の
旅
で
す
ね
。

②
今
日
の
よ
う
な
溝
々
し
い
自
然
が

　
周
囲
に
騨
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
。

③
心
あ
た
た
か
な
現
在
の
町
の
雰
囲

　
気
を
残
し
な
が
ら
、
適
度
な
都
会

　
的
セ
ン
ス
の
あ
る
町
に
な
っ
て
ほ

　
し
鵬
で
す
ね
。

④
新
裡
会
人
1
年
生
で
す
。
今
の
自

　
分
を
大
切
に
し
た
鱒
で
す
。

⑤
尊
敬
で
き
る
人
と
⑳
代
で
。

高
田
　
　
明
さ
ん

　
　
　
　
（
四
日
町
2
）

①
車
の
免
許
を
取
り
た
樋
で
ず
。

②
良
鱒
面
は
霞
然
が
多
鱒
ご
と
、
悪

　
鱒
面
は
若
鱒
人
陶
け
の
お
店
が
少

　
懇
鱒
蓬
と
懸
す
ね
。

③
急
激
庭
変
わ
っ
て
ほ
し
く
懸
騨
と

　
思
っ
て
協
ま
す
。

④
舗
圏
は
國
ほ
ど
に
も
の
を
書
う
に

　
鞍
ん
癒
蕎
協
ま
す
よ
ね
。
だ
が
ら

　
笑
顔
を
絶
や
さ
鞍
麟
護
と
響
す
。

⑤
臆
歳
く
ら
戦
で
。
自
分
輝
わ
淋
ま

　
ま
塗
の
懸
毯
容
力
の
あ
る
火
と
。

　
「
姉
妹
都
市
交
流
は
2
2
年
問
続
い

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、

さ
ら
に
発
展
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
私
の

故
郷
コ
モ
に
お
い
で
く
だ
さ
い
」ラウラさん（写真左）と通訳

の国際交流員アドゥアさん
㎎購凝難
γイー）

イ（交流
久し振
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灘、繍
馨鰯鰯灘

　心配していた空模様も「きものまつり」に味方。第21回目を

迎えた、きもののまち・十日町にふさわしいまつりが5月2日
　　　　　　　　　　　　　　　　　まつ㈹・3日（土）と開かれました。2日は機神様を祀る黒姫神社祈願

祭、新緑の塩之又森林公園での山菜まつり。3日は商店街通り

の歩行者天国を中心に、時代衣裳行列、十日町百年・きもの華

のパレード、日光江戸村「忍者軍団ショー」、稚児行列、染織体

験広場など大勢の人でにぎわい、恒例のお楽しみ抽選会で、春

うらら気分の余韻を残しながら、まつりが終わりました。

講

、
■
曳
・
鳥

薫
．
蝶
．
讐

驚
．
躍
．

時代衣裳行列

云一マは匡江慕城最後の将軍徳川慶喜謝

魏鱗振好き糀日・邸套の首都圏会員も舌鼓

畿轟i

欝
撫
　
　
　
　
灘

がくべ瀦罵味．西ン宮公園での「無料茶席」・
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4
月
2
9
日
㈹
（
み
ど
り
の
日
）
に
春
の
叙
勲
・
褒
章
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
該
当
さ
れ
た
方
は
5
人
。
晴

れ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勲
四
等
端
宝
章

　
　
　
　
　
（
地
方
自
治
功
労
）

嚢
・
、

佐藤利雄さん
（田中町西・70歳）

　
佐
藤
さ
ん
は
昭
和
38
年
4
月
の
初

当
選
以
来
、
平
成
3
年
4
月
ま
で
の

7
期
2
8
年
間
十
日
町
市
議
会
議
員
と

し
て
、
持
ち
前
の
優
れ
た
才
知
と
適

切
な
判
断
力
、
行
動
力
、
豊
か
な
経

験
を
も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
に
お
い
て
は
克
雪
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
、
建
設
企
業
常
任

委
員
会
・
下
水
道
建
設
特
別
委
員

会
・
水
資
源
対
策
特
別
委
員
会
の
各

副
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
な
ど
の

要
職
を
歴
任
。
特
に
通
算
2
0
年
間
所

属
し
た
建
設
企
業
常
任
委
員
会
時
代

に
は
、
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に

道
路
整
備
が
不
可
欠
と
の
信
念
か
ら
、

国
道
2
5
2
号
・
2
5
3
号
を
は
じ

●

め
と
す
る
国
・
県
・
市
道
の
整
備
改

良
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
農

業
委
員
、
消
防
委
員
、
土
地
改
良
区

監
事
な
ど
数
多
く
の
役
職
も
務
め
、

温
厚
誠
実
な
性
格
か
ら
広
く
住
民
の

信
望
を
得
て
い
ま
す
。

勲
五
等
双
光
旭
騒
章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
功
労
）

西野政男さん
　（島・72歳）

　
西
野
さ
ん
は
昭
和
1
9
年
9
月
新
潟

県
第
二
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
同
年

9
月
3
0
日
訓
導
と
し
て
村
立
水
沢
国

民
学
校
に
勤
務
。
敗
戦
直
後
の
混
乱

期
の
中
に
あ
っ
て
、
常
に
教
育
の
本

質
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
教
育
愛
と

研
究
心
を
も
っ
て
教
育
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
十
日
町
小
学
校
・

十
日
町
中
学
校
・
長
岡
市
立
新
町
小

学
校
・
新
潟
大
学
教
育
学
部
付
属
高

田
小
学
校
教
諭
な
ど
を
経
て
、
4
2
年

4
月
中
里
村
立
田
沢
小
学
校
校
長
に

就
任
。
6
0
年
の
退
職
ま
で
、
十
日
町

市
立
下
条
小
学
校
長
・
西
小
学
校
長
、

長
岡
市
立
上
組
小
学
校
長
、
六
日
町

町
立
六
日
町
小
学
校
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
問
、
一
貫
し
て
造
形

教
育
に
情
熱
を
傾
け
、
多
く
の
論
文

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
各
種
研
究

会
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。勲
五
等
双
光
旭
謎
章

　
　
　
（
観
光
事
業
振
興
功
労
）

原田健一さん
（千代田町・75歳）

　
原
田
さ
ん
は
昭
和
3
9
年
6
月
に
共

立
観
光
㈱
を
設
立
し
、
代
表
取
締
役

に
就
任
。
「
お
客
様
の
満
足
」
「
受
入

側
の
満
足
」
「
社
員
の
満
足
」
を
一
貫

し
た
経
営
哲
学
に
、
地
域
に
必
要
な

会
社
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
「
地
元
へ
の
還
元
を
通
し

て
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
」
．
を
旨
に
、

毎
年
「
敬
老
の
日
」
に
は
管
内
3
か

所
の
老
人
ホ
ー
ム
に
ナ
ッ
メ
ロ
歌
謡

団
な
ど
の
慰
問
団
を
派
遣
。
さ
ら
に
、

社
会
教
育
事
業
に
と
管
内
1
6
市
町
村

に
益
金
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
旅
行
会

社
の
在
り
方
に
一
石
を
投
じ
高
い
評

価
を
得
て
き
ま
し
た
。

　
4
5
年
か
ら
、
㈹
全
国
旅
行
業
協
会

新
潟
支
部
の
監
事
、
理
事
、
支
部
長
、

副
会
長
を
歴
任
。
5
6
年
1
2
月
か
ら
は

約
1
5
年
間
に
わ
た
り
会
長
を
歴
任
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
7
年
6
月

か
ら
は
㈹
全
国
旅
行
業
協
会
の
副
会

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

勲
六
等
端
宝
章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
撫
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
癬

　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
高
橋
さ
ん
は
昭
和
1
9
年
5
月
か
ら

32

年
5
月
ま
で
の
問
、
仙
田
村
警
防

団
及
び
仙
田
村
消
防
団
員
（
1
9
年
9

月
か
ら
2
0
年
8
月
の
間
兵
役
）
、
3
5
年

4
月
か
ら
平
成
8
年
3
月
ま
で
十
日

町
消
防
団
に
所
属
。
通
算
4
9
年
の
長

き
に
わ
た
り
多
く
の
水
火
災
、
救
助
、

捜
索
に
出
動
し
、
常
に
消
防
団
幹
部

と
し
て
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
も
っ

て
的
確
な
現
場
活
動
と
指
揮
に
あ
た

ら
れ
ま
し
た
。

　
温
和
に
し
て
責
任
感
旺
盛
、
決
断

力
と
実
行
力
に
富
む
性
格
で
、
6
3
年

4
月
か
ら
平
成
元
年
3
月
ま
で
は
十

日
町
消
防
団
本
部
分
団
副
分
団
長
、

元
年
4
月
か
ら
8
年
3
月
ま
で
は
同

高橋春二
（稲荷町3・6

分
団
分
団
長
と
し
て
、
団
員
の
指
導
・

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
人
柄
か
ら
地
域
住
民
の
信
望
を

集
め
て
い
ま
す
。

黄
綬
褒
章

　
　
　
　
　
（
産
業
振
興
功
労
）

鐡

吉沢愼一さん
（本町1・62歳）

　
吉
沢
さ
ん
は
昭
和
32
年
の
大
学
卒

業
と
同
時
に
、
父
親
が
経
営
す
る
吉

澤
織
物
㈱
に
入
社
。
5
5
年
1
2
月
に
代

表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
問
、
4
1
年
5
月
に
31
歳
と
い

う
異
例
の
若
さ
で
十
日
町
織
物
工
業

協
同
組
合
の
理
事
に
就
任
。
5
6
年
5

月
に
は
請
わ
れ
て
理
事
長
に
推
挙
さ

れ
3
期
6
年
の
重
責
を
全
う
す
る
と

と
も
に
、
退
任
後
も
理
事
と
し
て
豊

富
な
経
験
を
基
に
指
導
力
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
61
年
4
月
に
は

㈹
新
潟
県
繊
維
協
会
会
長
に
就
任
、

62

年
6
月
に
は
新
潟
県
き
も
の
振
興

会
会
長
に
就
任
し
、
県
内
繊
維
業
界

の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
62
年
5
月
に
は
㈹
新

潟
県
産
業
貿
易
振
興
協
会
副
会
長

に
、
平
成
6
年
5
月
に
は
新
潟
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
に
就
任
す

る
な
ど
数
多
く
の
要
職
に
あ
り
、
県

内
産
業
全
般
の
発
展
に
多
く
の
功
績

が
あ
り
ま
す
。
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今
年
も
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
1
1
5
7
が
は
や
り
そ
う
で
す
。
す
で
に

1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
関
東
圏
を
中
心
に
死
亡
例
が
報
告
さ
れ
、
県
内

で
も
、
村
上
保
健
所
管
内
、
長
岡
保
健
所
管
内
、
新
潟
市
で
3
人
の
感
染

者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
気
温
が
高
く
な
り
、
食
中
毒
が
発
生

し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
家
庭
で
の
対
策
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
感
染
防
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

恐
怖
の
O
－
1
5
7

　
0
－
1
5
7
に
よ
る
食
中
毒
の
最
大
の

怖
さ
は
、
発
病
後
短
期
間
で
死
亡
す
る
可

能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
う
点
で
す
。
0

－
1
5
7
は
一
般
の
大
腸
菌
と
異
な
り
、

　
「
ベ
ロ
毒
素
」
と
い
う
強
力
な
毒
素
を
出

す
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ベ
ロ

毒
素
」
は
、
菌
が
増
殖
す
る
際
に
作
り
出

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
体
内
に
侵
入
す
る

、
と
、
ま
ず
「
住
み
家
」
で
あ
る
大
腸
を
た

だ
れ
さ
せ
ま
す
。
激
し
い
腹
部
の
痛
み
を

感
じ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　
た
だ
れ
て
組
織
の
破
壊
さ
れ
た
腸
管
か

ら
は
、
出
血
の
た
め
血
の
混
じ
っ
た
下
痢

便
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
下
痢

　
　
　
　
か
い
よ
う

便
は
、
胃
潰
瘍
な
ど
の
血
便
と
違
い
真
っ

赤
な
鮮
血
で
す
。
出
血
後
「
ベ
ロ
毒
素
」

は
血
液
の
流
れ
に
乗
っ
て
全
身
を
巡
り
な

が
ら
赤
血
球
を
破
壊
し
続
け
ま
す
。
赤
血

球
が
正
常
な
機
能
を
失
う
と
様
々
な
臓
器

に
害
が
及
び
ま
す
が
、
最
も
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
や
す
い
の
が
腎
臓
で
す
。
特
に
体
力

の
弱
っ
た
お
年
寄
り
や
抵
抗
力
の
弱
い
子

供
な
ど
で
は
、
腎
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

菌が

死
ん
で
も
や
っ
か
い
な

　
　
　
「
ベ
ロ
毒
素
」
は
残
る

　
　
「
ベ
ロ
毒
素
」
に
よ
っ
て
腎
臓
に
障
害

が
出
た
と
き
の
最
初
の
兆
候
は
、
尿
が
出

に
く
く
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
体
に

む
く
み
が
生
じ
、
放
置
し
て
お
く
と
閉
尿

状
態
に
な
り
、
最
終
的
に
は
「
尿
毒
症
」

が
生
じ
ま
す
。

　
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、
O
－
1
5
7
自
体

は
抗
生
物
質
で
退
治
で
き
る
の
で
す
が
、

増
殖
し
た
「
ベ
ロ
毒
素
」
は
そ
の
ま
ま
体

内
に
居
座
り
続
け
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て

打
つ
手
は
、
今
の
と
こ
ろ
血
液
中
の
「
ベ

ロ
毒
素
」
を
除
去
す
る
た
め
の
血
液
の
入

れ
替
え
（
血
し
ょ
う
交
換
）
や
人
工
透
析

（
血
液
の
洗
浄
）
な
ど
の
対
症
療
法
手
段

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
0
－
1
5
7
の
も
う
一
つ
の
特
徴

は
、
菌
の
感
染
力
が
極
め
て
強
い
こ
と
で

す
。
例
え
ば
食
中
毒
の
原
因
菌
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
「
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
」
な

ど
の
場
合
、
腸
管
に
症
状
が
生
じ
る
の
は

百
万
個
以
上
の
菌
が
口
か
ら
入
っ
た
と
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
O
－
1
5
7
の
場
合
、

わ
ず
か
百
個
程
度
と
、
赤
痢
菌
並
み
の
強

い
感
染
力
を
発
揮
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
点
か
ら
、
0
－
1
5
7
は
「
病
原

大
腸
菌
」
の
一
つ
と
し
て
、
病
原
性
を
も

た
な
い
他
の
大
腸
菌
と
明
確
に
区
別
さ
れ

て
い
ま
す
。

軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り
ま
す

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
一
定
の
障
害
が
あ

る
人
は
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
あ
ら
か
じ
め

連
絡
の
う
え
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
問
　
5
月
1
6
日
働
～
2
6
日
㈲

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

　
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
②
運
転
免
許

　
証
（
障
害
者
に
運
転
免
許
証
が
な
く
生

計
を
一
つ
に
す
る
人
が
運
転
し
て
い
る

場
合
、
ま
た
は
単
身
で
生
活
す
る
身
体

障
害
者
等
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を
常

時
介
護
者
が
運
転
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
人
の
運
転
免
許
証
）
③
印
鑑
④
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書

■
問
合
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
（
智
5
7
1

3
1
1
1
内
線
㎜
・
m
）

軽
自
動
車
の
納
税
証
明
書
発
行
は
事
前
連
絡
を

　
口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い

る
人
で
、
6
月
2
日
㈲
が
ら
9
日
㈲
ま
で

の
間
に
車
検
に
必
要
な
納
税
証
明
書
の
発

行
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
手
数
で
も
窓

口
に
お
い
で
い
た
だ
く
前
に
次
の
事
項
を

電
話
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
事
項

　
①
車
の
所
有
者
（
名
義
人
）

②
車
の
番
号

■
証
明
書
発
行
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
（
代
理
の
場
合
は
代
理
人
の
印
鑑

　
も
必
要
）

飯
山
線
（
吉
町
駅
森
蔓
原
駅
）

　
J
R
東
日
本
で
は
路
線
改
良
工
事
に
伴

い
一
部
列
車
を
運
休
し
ま
す
。
な
お
、
運

休
と
な
る
列
車
に
つ
い
て
は
す
べ
て
バ
ス

に
よ
る
代
行
運
転
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
期
間
　
5
月
2
5
日
㈲
～
3
0
日
働

■
区
問
　
十
日
町
駅
～
森
宮
野
原
駅

■
問
合
せ
　
J
R
十
日
町
駅
（
姪
5

2
1
2

　
3
2
7
）
ま
た
は
最
寄
り
の
駅
へ
。

■
事
前
連
絡
を
お
願
い
す
る
理
由

　
　
口
座
振
替
の
場
合
、
同
期
問
中
は
金

融
機
関
事
務
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
の

都
合
に
よ
り
納
税
確
認
が
即
時
に
行
え

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
証
明
書
の
発
行
で

皆
さ
ん
を
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
事
前
に
電
話
連
絡

を
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
ら
か
じ
め
納
税

状
況
を
把
握
し
、
窓
口
で
の
ス
ム
ー
ズ

な
処
理
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
　
税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
一
部
区
間
運
休

■運休する列車

雛鵬
列藁餐鰐i謙團欝発　森営野療叢
　欝鍼）　　　魏麟　　　　1態聡
　塗灘盆麟　　　　　繋舞茎…塗　　　　　歪3誕肇盆

欝難麹

鋼藁番器　森欝野康発　繋国驚蒼

　建警籔　　韮鶴雛　　 欝罐馨

総§匿　　　聯麟　　　麟総餐

※上記の列車以外はすべて時刻表
　のとおり運転します。
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感
染
ル
ー
ト
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

　
O
－
1
5
7
を
は
じ
め
と
す
る
「
ベ
ロ
毒

素
産
生
大
腸
菌
」
あ
る
い
は
「
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
」
と
呼
ば
れ
る
仲
間
は
、
現
在

4
種
類
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
「
ベ
ロ
毒
素
」
を
も
つ
O
－
1
5
7
は
、

も
と
も
と
牛
や
羊
の
腸
内
に
住
ん
で
い
る

大
腸
菌
で
す
。
牛
や
羊
の
菌
が
な
ぜ
人
に

ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
ま
だ

ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
食
中
毒
の
原
因
菌
が
体
内
に
侵
入
す
る

ル
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
、
口
か
ぢ
で
す
。

も
っ
と
具
体
的
に
い
う
と
、
食
べ
物
や
飲

み
水
、
菌
が
付
着
し
た
手
な
ど
か
ら
、
口

を
経
て
体
内
へ
と
入
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
従
来
型
の
食
中
毒
の
場
合
、
感
染
者

の
便
や
食
べ
た
も
の
、
飲
み
水
を
調
べ
れ

ば
、
ほ
ぼ
ル
ー
ト
が
解
明
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
0
－
1
5
7
の
場
合
だ
け
は
、

ま
だ
決
め
手
と
な
る
解
明
方
法
が
確
立
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
原
因
が
は
っ
き
り
し
な

い
理
由
の
一
つ
に
は
、
潜
伏
期
問
が
数
日

か
ら
1
0
日
間
（
平
均
5
・
7
日
）
と
幅
が

あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
発

病
後
1
週
問
を
過
ぎ
た
場
合
は
便
な
ど
か

ら
病
原
菌
が
発
見
し
に
く
い
こ
と
も
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
感
染
力
の
強
さ
と
は
裏
腹
に
、
発
病
ま

で
に
幅
が
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
感
染
し

て
も
元
気
な
ま
ま
の
子
供
か
ら
、
手
指
の

接
触
な
ど
に
よ
っ
て
ほ
か
の
子
供
た
ち
に

菌
を
う
つ
す
人
感
染
（
2
次
感
染
）
の
ル

ー
ト
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

O
－
1
5
7
の

　
　
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

　
O
－
1
5
7
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

憶
測
や
デ
マ
じ
み
た
情
報
も
飛
び
交
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
O
－
1
5
7
の
感
染
を

防
ぐ
手
段
は
あ
り
ま
す
。
い
た
ず
ら
に
デ

マ
や
ウ
ワ
サ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

冷
静
に
判
断
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
予
防
の
一
つ
は
、
大
腸
菌
に
共
通
す
る

熱
に
弱
い
と
い
う
弱
点
を
攻
略
す
る
こ
と

で
す
。
O
－
1
5
7
と
て
大
腸
菌
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
く
、
7
5
℃
で
1
分
以
上

加
熱
す
れ
ば
滅
菌
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
感
染
経
路
が
口
か
ら
で
あ
る

こ
と
も
ほ
ぼ
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
あ
わ
せ
て
次
の
よ
う
な
こ
と
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

●
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

①
帰
宅
時
、
調
理
前
、
食
事
前
、
用
便

　
　
後
に
は
十
分
な
手
洗
い
を
す
る
。

②
食
材
は
よ
く
洗
い
、
十
分
に
加
熱
す

　
　
る
。

③
な
ま
も
の
は
早
め
に
調
理
す
る
。

④
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な
ど
は
食

　
　
材
ご
と
に
よ
く
洗
う
。

　
⑤
調
理
後
は
早
め
に
食
べ
る
。

　
⑥
井
戸
水
は
な
ま
の
ま
ま
飲
ま
な
い
。

⑦
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
。

　
オ
じ
「
O
－
1
5
7
病
原
性
大
腸
菌
の
感
染
を

防
ぐ
」
（
㈱
法
研
刊
）
よ
り
転
載

野菜生灌者の螢繕i癒織
竈瓢だ嫉ぽ注憲臓羅iくだ鐘嚇

　病原難羨腸菌◎離鰹縫類樋羅ぽ塞食野

莱懸璽癒騰消費饗の漆i安感溺盤鯵羅騨叢

奮．今集も護瀧熱勝辮野菜の盤産畿荷輝

誰絡総灘る時期欝蝶。

　野莱の畿麓畿蒋獲溺潅蓼癒ぽ数の薯頬

庭i繋分留慧態、溝染防ii熾護努瀬燕無総懸

鱒。叢潅．瀦費警の皆懸総懇野菜麟の溝

染礒雄塗葛韮懲縢麹識巻懸③癒畢防獲努

め談移灘う。

雛野譲畠体《の感染の霧能牲はな験

　菰腸菌は動鋤騒内綱菌の一種灘灘燈．

野莱霞体溺羨腸菌磁感染講葛護葱癖野莱

幽部騰幾腸i菌巻繰蕎灘る蓬葱ぽ訪璽謙懸

ん。醜鋤難鮪懇．野薬の盤産・瀧逓・消

費の各段階懸確実瀬衛鐘管理輝符瀕総総

ぽ野薬がO蟻騨縫汚染慧灘る羅とぽあ璽

諜懸縄¢

霧野菜の取扱雛時億撃洗騨を徹底

雛野菜の選別。調整総あ幾強薫は損霧耀

　腐敗．病気の宥無等総訟験蒸選別を徹

　底態．き鷲騨な氷麓まる洗浄驚極力土

　砂等巻洗騨流講。

雛畿荷嫌購蔵儲あだの驚は．繋発な低温

　を確保塗癒。

聾闘響避　新潟票園叢漉遍課野莱特産係

　　　　　薙鍛醗籔慧磐緬一麗難内線器45）

公
共
下
水
（
奔
豊
担
区
）
受
益
者
負
担
金
徴
収
開
始

■
賦
課
対
象
地
域
　
四
日
町
中
原
、
四
日

町
1
・
2
・
3
・
4
、
尾
崎
、
五
軒
新

田
に
あ
る
す
べ
て
の
土
地

目
受
益
者
　
賦
課
対
象
地
域
に
あ
る
土
地

の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
。
単
な
る
借

家
人
は
受
益
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

■
負
担
金
の
額
　
単
位
負
担
金
額
は
ー
㎡

当
た
り
6
5
7
円
で
す
。
こ
の
単
位
負

担
金
額
に
所
有
し
て
い
る
土
地
の
（
公

簿
）
地
積
を
乗
じ
る
と
負
担
金
額
が
算

出
さ
れ
ま
す
。

■
納
付
方
法
　
6
月
中
旬
に
受
益
者
に
3

種
類
（
別
表
）
の
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
納
付
方
法
を
お
選
び

い
た
だ
き
ま
す
。

■
納
付
期
間
　
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
　
下
水
道
課
事
務
係
（
下
水
処

理
セ
ン
タ
ー
内
費
52
」
7
4
4
1
）

鯛　　溺 髄　　納 一繕納慰 種
類

●　　　　　　　● ●　　　　　　　●　　　● ●　　　　　　　●　　　●

付第毎分5 過前ま毎5 過前に今5
し3年割か ぎ納で年か ぎ納納年か
て期4し年 て報）1年 て報付の年
い＿回て分
た12震納＿
だ月弟付1

か奨に回分
ら金納　’を

納対付第5

か奨し第分
ら金て1を
納対い期一

内

き＼く1す年
ま第塑る間

死46方で
期彫尭4
　＿＼　　回
　翌第　分
年2　劃

　2期　月＿　　を
　）9　20
　に月　回
　納＼　に

付象し1回
しにて期に
たない＿分
場りた6割
合まだ月し
はすき16て
対＿ま日納
象納す～付
外付・6す
瑚月勇
　限　30、
　　　　法　を　　日　。

付象た言厘
しにだ　　に
たなき月全

群嚇
奨絹角葛

外付　30方
　　　日、
％期　　法　　　ま　。
　限
　　　で　を　＿

容

※口金数口口 のうおせ口
下利便で融で座座 窓え手ん座
水用利納機も振振 口金数。振 納
道くな付関納替替 で融で　替
課だ口しま付をで 納機も　で 付

まさ座てた書し納
でい振くはをな付

付関納　の
しま付　納

手

きひ

o　o替だ市持いで
手をさ役参人き
続ぜい所のはま
　　　のうおす

てた書　付
く
、 はを　は
だ市持　で
さ役参　き
㌧1所の

続
き

はご 窓え手　o ま

第
1
0
回
雪
だ
る
ま
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

　
応
募
総
数
4
2
点
の
中
か
ら
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
次
の
方
々
の
作
品
が
入
賞
し

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▼
雪
だ
る
ま
大
賞
”
関
口
國
雄
（
小
泉
）

▼
優
秀
賞
“
富
井
有
希
子
（
馬
場
1
）

▼
入
選
“
小
川
弘
（
浅
ノ
平
）
斉
木
政
治

（
北
新
田
）
飛
渡
保
育
園
（
新
水
）

▼
特
別
賞
“
①
ユ
ニ
ー
ク
で
賞
…
㈲
高
波

測
量
設
計
事
務
所
（
北
新
田
）
②
ほ
の
ぽ

の
賞
…
い
ず
み
保
育
園
（
昭
和
町
3
）
③

ガ
ン
バ
ッ
タ
で
賞
…
道
籏
千
鶴
子
（
大
阪

府
）
④
ほ
く
ほ
く
線
賞
…
三
好
園
デ
イ
・
サ

ー
ビ
ス
職
員
、
蕪
木
一
史
（
本
町
東
1
）

㈱
村
山
土
建
（
山
本
2
）
岡
村
幸
一
（
関
根

1
）
慈
光
保
育
園
（
北
新
田
1
）
阿
部
伸

一
（
新
座
1
・
1
0
組
代
表
）
小
川
昭
二
（
五

軒
新
田
）
山
川
権
一
（
兵
庫
県
）
㈱
十
日

町
測
量
（
高
山
）
滝
澤
和
平
（
松
之
山
町
）

7平成9年5月10日号



馬との信頼関係つくりませんか、

　新規会員大募集中です。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

間い合わせは企画人事課広報広聴係盈57－3111内線213へ。 親ぽくの場でも話題は馬・馬・馬

発会のそもそもの発端は、平成3年に広神村にあった乗

馬クラブが閉鎖される際、馬を肉にしてしまうのはもった

いないという強い思いがあったためです。そこで急きょ十

日町に馬を連れてきて、我々で面倒をみれないかとあちら

こちらをあたってみました。でも、なかなか適当な場所が

　　　　　　　　見つからなくて、ようやくた
　　　　　　　　　どりついたのが下条中央公園

　　　　　　　　の中峰スキー場下でした。1
　　　　　　　　か月足らずの間に馬を移動し

　　　　　　　　なければならないという事情

野

馬との信頼関係が大切

もあり、下条中央公園の役員

や地元の皆さんに大変お世話
　　　　　　きゅうしゃになりました。お陰で厩舎も

できました。現在の会員は、

賛助会員9名と一般会員14名

です。

馬は、馬術用1頭とサラブレット1頭がいます。シーズ

ン中は、日曜・祝祭日に乗馬練習や馬の手入れをしていま

す。また。年中行事として小渕沢乗馬学校（一泊二日・山

梨県）や馬事公宛（群馬県）などに出かけ、練習をしたり

親ぼくを深めたりもしているんですよ。

一般的に乗馬はお金のかかるスポーツだと思われがちで

すが、けっしてそんなことはありません。当乗馬クラブの

年会費は一人3万円です。初心者でもすぐに乗れるように

なります。乗馬の魅力は何といっても動物との触れ合い。

馬は人を見ます。乗り手と馬の気持ちが通じあって、馬と

の間に信頼関係ができたときは何ともいえない充実感に浸

ることができます。技術を磨くには若いときに練習するの

がベスト。高校生の入会も大歓迎です。この地域から馬術

選手を出したいとも思っています。入会希望の方は長谷川

キミ（千代田町智57－2358・平日）または新越乗馬（智55

－2856・日曜・祝祭日）へ。

●馨燗鱒繭陣懲●㊤繍購くハ鹸●繭蓼繭懲◎髄鱒o㊤

1，

羅綴，

霊　　　中林　栄さん
　　　（若宮町盈57－2959）

肇
・●

籍　このコーナーでは、登場していただく人を　募集しています。問い合わせは企画人事
　課広報広聴係智57－3111内線213へ。

お
か
ら
八
ン
バ
ー
グ

　
簡
単
に
出
釆
る
「
お
か
ら
」
の

パ
ン
バ
ー
グ
。
忙
し
い
と
き
は
￥

市
販
の
惣
菜
の
お
か
ら
に
小
麦
粉

を
混
ぜ
て
焼
き
上
げ
て
み
て
は
ど

う
で
し
よ
う
か
。

　
温
か
い
の
を
辛
子
し
ょ
う
ゆ
で

食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉

①
ご
ぼ
う
￥
に
ん
じ
ん
は
．
さ
さ

　
が
き
に
す
る
。
ご
ぼ
う
は
￥
あ

　
く
抜
き
を
す
る
。

②
お
か
ら
は
湯
通
し
し
、
ざ
る
に

　
上
げ
て
水
分
を
切
り
、
そ
の
後

　
か
ら
い
り
す
る
。

◎
ご
ぼ
う
を
先
に
い
た
め
、
そ
の

　
後
に
、
に
ん
じ
ん
を
入
れ
て
軽

　
く
い
た
め
る
。

④
◎
に
￥
だ
し
汁
を
入
れ
、
塩
￥

　
し
ょ
う
ゆ
を
加
え
．
②
の
お
か

　
ら
を
入
れ
￥
水
分
が
あ
る
程
度

　
少
な
く
な
る
ま
で
い
り
つ
け
る
。

◎
④
が
冷
め
た
ら
．
小
麦
粉
を
入

　
れ
￥
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
固
さ
に

　
こ
ね
る
。

　
食
べ
や
す
い
大
き
さ
の
小
判
形

　
に
整
え
．
こ
ん
が
り
と
焼
き
上

　
げ
る
。

◎傾帥●◎脳癖肉陶鰐●●

顧麟睡0鰯ゆ●

材料（4人分）
おから…カッブ（200cc）2
ごぼう…10cm

にんじん…色あい程度
小麦粉…カ・．ソブ（200cc）1弱

だし汁…カッブ（200cc）1
サラダ油…適量

塩・しょうゆ…小さじ1

馨
纏
懸
罐
亀
　
塾
鷺
霧
鞭
露
雛
躍
◎
轡
⑳

嚢

魑
○礁●闘轍VW纈騒贈●犠●顧劇爾0
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じょうずに

描けたね〃
⑯鐙島保育所

　　しようご
太田翔梧くん
　（5歳）

　
大
好
き
な
裕
子
お
か
あ
さ
ん
が
つ
く
る
目

玉
焼
は
と
っ
て
も
お
い
し
い
ん
だ
よ
。
ス
パ

ゲ
テ
ィ
や
カ
レ
ー
も
す
ご
く
じ
ょ
う
ず
な
ん

だ
。
ま
た
ご
ち
そ
う
を
作
っ
て
ね
。

　
絵
本
を
い
っ
ぱ
い
読
ん
で
く
れ
る
信
愛
お

か
あ
さ
ん
だ
あ
ー
い
好
き
。
お
休
み
の
日
は

い
つ
も
わ
た
し
の
好
き
な
ミ
ッ
キ
ー
の
絵
本

を
読
ん
で
く
れ
る
ん
だ
よ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

本気の本音
⑯謹へ●⑱か5㊨へ

躍　　
　
　
一
緒
に
な
り
た
い
と
聞
い
て
、

　
　
　
も
若
い
か
ら
心
配
し
た
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ

が
、
な
か
な
か
し
っ
か
り
し
た
お
嫁
さ
ん
で
す
よ
。

時
々
カ
ッ
ー
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

お
互
い
様
で
す
か
ら
ね
。
私
が
勤
め
て
い
る

も
ん
で
す
か
ら
、
元
気
の
良
い
萌
美
の
面
倒

を
み
な
が
ら
、
お
ば
あ
さ
ん
（
4
月
死
亡
）

の
世
話
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

麗　　
　
　
学
校
の
給
食
の
仕
事
を
し
て
い

　
　
　
ま
す
か
ら
、
食
事
の
手
際
の
良
い
こ 息

子
も
麗
香
さ
ん

と
。
そ
れ
に
あ
ま
え
ち
ゃ
っ
て
私
は
あ
ま
り

し
な
い
で
す
よ
。
お
母
さ
ん
も
私
に
負
け
な
い

く
ら
い
若
い
か
ら
、
つ
い
頼
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

お
母
さ
ん
、

や
な
い
で
す
よ
。 ま
だ
愚
痴
を
言
っ
て
い
る
よ
う
な
年
じ

7
人
家
族
の
水
落
さ
ん
｝
家
（
宇
田
ケ
沢
）
。
お
母
さ
ん
（
和
江
さ
ん
）
、
麗
香
さ
ん
、
萌
美
ち
ゃ
ん
、

若
い
姑
さ
ん
と
お
嫁
さ
ん
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ぞ
㌧
璽鯵鰯

　
生
ま
れ
は
川
治
上
町
、
農
家
の
4

女
で
す
。
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
に
一
番

う
れ
し
か
っ
た
出
来
事
は
尋
常
小
学

校
の
3
年
生
の
時
分
、
両
親
か
ら
傘

を
買
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
よ

ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

買
っ
て
も
ら
っ
た
日
か
ら
雨
が
降
る

の
を
待
ち
続
け
、
つ
い
に
雨
が
降
っ

た
日
の
朝
は
同
級
生
に
自
慢
し
な
が

ら
登
校
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

当
時
の
子
供
た
ち
は
夏
は
は
だ
し
や

ぞ
う
り
、
冬
は
ス
ッ
ポ
ン
と
い
う
ワ

ラ
で
作
っ
た
長
靴
な
ど
を
履
い
て
い

ま
し
た
。
雨
が
降
れ
ば
山
笠
を
か
ぶ

っ
て
通
学
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
昼

食
だ
っ
て
ク
ズ
米
に
ヨ
モ
ギ
を
混
ぜ

て
作
っ
た
粉
餅
を
風
呂
敷
に
背
負
っ

て
持
っ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
は
市

内
の
織
物
工
場
に
勤
め
ま
し
た
。
勤

め
る
と
い
っ
て
も
3
年
間
は
年
季
奉

公
で
す
。
月
給
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
う
や
く
3
年
間
の
奉
公
が
終
わ
っ

〃

阿部イトさん
（西浦町東）78歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3川内線213へ。

て
い
た
だ
い
た
の
が
反
物
と
帯
を
一

つ
ず
つ
、
そ
れ
と
一
円
の
手
当
で
し

た
。
4
年
目
か
ら
よ
う
や
く
月
々
の

給
料
が
出
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

仕
事
時
間
も
朝
は
7
時
か
ら
夜
7
時

ま
で
と
今
の
勤
め
に
比
べ
て
大
変
長

い
も
の
で
し
た
。
独
身
の
う
ち
は
い

く
ら
家
が
近
所
で
も
工
場
に
寝
泊
ま

り
し
て
生
活
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

ま
さ
に
そ
の
当
時
の
同
僚
と
は
一
つ

釜
の
メ
シ
を
食
っ
た
仲
間
だ
っ
た
わ

け
で
す
。

　
そ
の
後
2
9
歳
で
農
家
に
嫁
ぎ
ま
し

た
。
当
時
の
農
作
業
は
ほ
ん
と
う
に

き
つ
か
っ
た
。
小
作
農
家
で
あ
れ
ば

戦
前
は
年
貢
を
納
め
る
と
自
分
た
ち

の
食
べ
る
お
米
が
な
く
、
戦
後
も
政

府
へ
の
供
出
で
や
は
り
自
分
た
ち
の

食
べ
る
米
が
な
い
と
い
う
時
代
で
し

た
。
あ
の
こ
ろ
を
思
え
ば
今
は
本
当

に
幸
せ
で
す
。
工
場
の
同
僚
と
語
り

合
っ
た
「
誰
に
気
兼
ね
も
な
く
卵
を

毎
日
一
つ
食
べ
て
み
た
い
」
と
い
う

夢
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
か
な
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
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す
4
月
2
8
日
㈲
市
役
所
で
ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
事
業

　
　
ヒ
日

　
　
才
実
行
委
員
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は

⑳
姐
昨
年
8
明
の
発
足
以
来
の
活
動
報
告
と
平
成
－
年
度
事

㈱
騰
鰯
鍵
膿
墾
離
懇
熊
購

淵
棚
こ
魁
開
業
前
の
p
R
や
マ
イ
レ
ル
立
思
識
の
啓

功
研
発
が
実
を
結
び
、
3
月
習
の
開
業
か
ら
2
日
問
の
市
内

業
臆
3
駅
で
の
欄
業
ま
つ
り
の
人
出
は
延
べ
8
万
人
．
特
急
の

開
さ
－
日
平
均
禾
用
者
数
約
6
千
6
百
人
な
ど
好
調
な
利
用

　
　
　
　
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
今
後
と
も

　
　
　
　
年
間
を
通
し
た
利
用
者
数
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、
さ

　
　
　
　
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
…

　
　
睾

、騨雛

、＿碧

　
　
告
4
晶
昌
、
ク
ロ
ス
契
ホ
ル
で
＋
日
町
市
総

を
侵
合
竣
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
．
こ
れ
は
平
成
8
年
度
に

ト
リ
ホ
ギ
　
　
　
　
　
　
や

莚
二
　
十
日
町
市
が
行
っ
た
建
設
事
業
（
公
共
建
物
の
建
設
・

つ
撮
改
築
、
道
路
改
良
な
ど
）
の
成
果
を
報
告
し
・
事
業
関

鵡
さ
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
裏
す
も
の
で
す
・

む
皆
式
典
に
は
約
2
8
0
人
が
出
席
・
事
業
概
要
を
ス
ラ
ィ

進
の
ド
で
紹
介
・
請
負
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
り

に
者
ま
し
た
・

実
係
　
式
典
後
は
会
場
を
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ル
に
移
し
て

着
関
要
望
懇
談
会
を
開
催
・
国
●
県
機
関
の
皆
さ
ん
に
対
し
・

　
　
　
　
本
田
市
長
と
地
区
振
興
会
代
表
者
が
町
づ
く
り
へ
の
提

　
　
　
　
案
・
要
望
事
項
を
説
明
し
、
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
と
と
も
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

スポツト譲

フフーノレ・ロメロ

、

世¢5．
十日町総合高校、川西高校英語指導助手。
アメリカカリフォルニア州サンディエゴ出身。

　　Spring　is　here，and　now　comes　the　time　for　the
rebirth　of　a”the　plants　and　insects．Here　come　the
mosquitos！lt　seems　that　my　Iife　as　we”has　many　new　and

exciting　changes．For　instance　l　just　moved　into　a　new

apartment，l　have　many　new　teachers　to　work　with，and

ofcourselhavereceivedafreshbatchoffirstyear
students　at　both　my　schools．l　would”ke　to　welcome　the

a”my　new　students，and　wish　them　a　fun　and　happy　high

school　career」t　also　wouldn’t　hurt　to　learn　some　EngIish

aswe”！

　　1’m　Iooking　forward　to　the　new　year．l　want　to　start

playing　judo　at　Sogo　Kokσ，and　also　do　some　fishing．l　am

hoping　to　do　some　surfing　and　spend　some　quality　time　at

the　beach。By　this　time　in　San　Diego，that　is　where　l　am

every　day　of　the　week．

　　l　hope　that　everyone　is　enjoying　the　nice　weather　as

much　as　l　am．l　wish　you　a”a　fun　and　exciting　spring

time，enjoy　it　because　soon　it　wi”be　too　hot！

春です。植物や虫たちが復活する時がやって来ました。

蚊も出て来ます。私の生活にも素敵な変化が起きています。

例えば、新しいアパートに移ったばかりだし、職場では新

しい先生方と仕事ができるし、そしてもちろん新入生も両

方の学校に入学してきました。ようこそ新入生の皆さん。

楽しくハッピーな高校生活を送ってください。英語の勉強

も忘れずにね！

私は新年度を楽しみにしています。総合高校で柔道を始

めたいし、釣りもしたいと思っています。サーフィンや、

ビーチで有意義な時間を過ごすというのもいいですね。サ

ンディエゴではこの時期は毎日そんなふうに過ごします。

皆さんも私と同じ様にこのすばらしい天気を楽しんでく

れるといいなと思っています。楽しくてエキサイティング

な春をお過ごしください。暑くなり過ぎないうちに！
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ほくほく線の開業を機に

県内でも4番目

　
4
月
2
9
日
㈹
、
十
日
町
駅
西
口
広
場
で
「
定
期
観
光

バ
ス
」
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
定
期
観

光
バ
ス
」
は
、
十
日
町
市
観
光
協
会
が
市
の
委
託
を
受

け
て
運
行
を
開
始
し
た
も
の
で
す
。

　
主
催
者
を
代
表
し
池
田
観
光
協
会
長
が
「
県
内
で
も

新
潟
、
長
岡
、
佐
渡
に
続
く
定
期
観
光
バ
ス
の
運
行
。

こ
れ
を
機
会
に
市
を
訪
れ
る
お
客
様
が
ま
す
ま
す
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
関

係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
藤
巻
栞
奈
ち
ゃ
ん
・

果
琳
ち
ゃ
ん
姉
妹
（
高
田
町
3
西
）
か
ら
運
転
手
・
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
に
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

関
係
者
に
見
守
ら
れ
る
中
、
県
外
や
柿
崎
町
な
ど
か
ら

の
お
客
様
2
4
人
を
乗
せ
た
バ
ス
が
出
発
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
枯
木
又
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会
（
阿
部
広
志
会

め
村
長
・
会
員
1
4
7
人
）
総
会
が
5
月
3
日
ω
、
枯
木
又

求
入
分
校
体
育
館
で
行
わ
れ
・
地
域
の
生
活
・
文
化
●
歴
史

を
書

　
　
力
な
ど
を
取
り
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
平
成
9
年
度
事
業
な

業
レ

　
　
ノ
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

膿
ガ
ま
な
総
会
に
引
嘩
地
域
　
農
業
を
行
っ

カ
カ
て
い
鴇
汕
田
栄
さ
ん
に
惹
か
れ
て
新
た
に
入
村
し
た
、

会
い
岩
崎
乾
丁
美
奈
さ
ん
（
乾
一
さ
ん
は
新
潟
市
か
ら
、

都
若
美
奈
さ
ん
は
名
古
屋
市
か
ら
）
の
結
婚
祝
い
を
兼
ね
て

　
　
　
　
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
を
代
表
し
て
山

　
　
　
　
田
ひ
か
る
ち
ゃ
ん
が
「
都
会
を
離
れ
て
枯
木
又
に
住
ん

　
　
　
　
で
く
れ
る
勇
気
を
称
え
ま
す
」
ど
賞
状
を
授
与
。
二
人

　
　
　
　
か
ら
は
出
会
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

問
健
健
盈

●

健
診
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

あ
な
た
は
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か

　
自
分
の
体
を
過
信
し
て
い
た
り
、

忙
し
さ
な
ど
を
理
由
に
健
診
を
受
け

な
い
人
が
い
ま
す
。

　
健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
の
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
ま

た
健
康
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

て
み
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す
。

年
と
と
も
に
変
わ
る
体
の
機
能
を
調

べ
、
今
後
の
健
康
管
理
に
役
立
て
る

た
め
に
も
、
健
診
を
き
ち
ん
と
受
け

ま
し
ょ
う
。

健
診
を
受
け
る
と
次
の
よ
う
な
効
果

が
あ
り
ま
す

①
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

　
つ
な
が
り
ま
す
。

②
体
の
ど
の
部
分
の
老
化
が
早
い
か

　
な
ど
、
健
康
状
態
の
動
き
が
毎
年

　
継
続
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

③
仕
事
や
生
活
か
ら
く
る
負
担
が
健

　
康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

　
い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

④
健
康
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、

　
生
活
を
反
省
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
な

　
り
ま
す
。

⑤
家
族
の
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

　
家
族
ぐ
る
み
の
健
康
感
が
充
実
し

　
ま
す
。

⑥
特
に
中
高
年
は
、
す
こ
や
か
な
老

　
後
を
送
る
た
め
の
前
提
と
な
り
ま

　
す
。

早
期
発
見
で
病
気
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト　
生
活
習
慣
病
の
要
因
と
な
る
動
脈

硬
化
や
高
血
圧
、
あ
る
い
は
糖
尿
病

や
が
ん
な
ど
は
、
初
期
段
階
で
は
自

覚
症
状
は
現
れ
ま
せ
ん
。
健
診
の
第

一
の
目
的
は
、
こ
の
隠
れ
て
い
る
病

・
気
の
芽
を
探
し
出
し
、
早
期
に
治
療

す
る
こ
と
で
す
。

健
診
を
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

　
最
近
は
健
診
を
病
気
の
発
見
の
機

会
と
し
て
と
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、

日
々
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
、

と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
　
健
診
で
現
在
の
体
の
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
そ
れ
を
生
活
改
善
に
生
か

し
て
こ
そ
、
よ
り
健
康
な
明
日
が
約

束
さ
れ
ま
す
。

　
健
診
を
「
自
ら
の
健
康
は
自
分
で

守
る
」
セ
ル
フ
・
ケ
ア
の
指
標
と
し

て
大
い
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
か
ら
市
で
行
う
各
種
健
診

（
検
診
）
が
始
ま
り
ま
す
。
申
し
込

み
を
忘
れ
た
人
、
ま
だ
申
し
込
ん
で

い
な
い
人
は
、
ま
だ
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

へ
。
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か
け
ま
せ
ん
か

あ
っ
た
か

ク
ラ
シ
ツ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

霧
日
時
H
6
月
4
日
㈱
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
霧
入
場
料
口
大
人

3
千
5
百
円
、
小
人
（
中
学
生
以
下
）
千

5
百
円
（
た
だ
し
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
5
百

円
増
）
※
2
階
席
（
た
だ
し
立
席
の
場
合

あ
り
）
前
売
、
当
日
と
も
2
千
円
霧
ト
ー

ク
ロ
頼
近
美
津
子
霧
演
奏
H
フ
ォ
ル
ト
ゥ

ー
ナ
弦
楽
四
重
奏
団
（
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
）
笏
曲
目

月
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー

ク
、
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
変
奏
曲
、
ア

メ
リ
カ
ほ
か
雛
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H
市
役
所

リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ

ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
、
ク
ロ
ス
ー
0
ほ
か
笏
間

合
せ
H
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

「
シ
ャ
ン
テ
」
h
十
日
町

～
手
話
で
聞
く

　
　
　
　
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
～

霧
日
時
1
1
6
月
2
8
日
ω
午
後
2
時
～
4
時

（
1
時
開
場
）
霧
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
霧
入

場
料
H
千
5
百
円
（
当
日
券
“
千
8
百
円
）

霧
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H
ク
ロ
ス
ー
0
、
公
民
館

本
館
笏
問
合
せ
H
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所

（
岱
5
7
1
5
1
1
1
）
へ
。

青
少
年
育
成
十
日
町
市
民

会
議
総
会
と
講
演
会

霧
日
時
”
5
月
2
3
日
働
午
後
6
時
3
0
分
～

（
講
演
会
は
7
時
3
0
分
～
）
霧
場
所
H
市

民
会
館
ホ
ー
ル
霧
演
題
H
少
年
非
行
の
現

状
と
社
会
的
背
景
雛
講
師
目
後
藤
章
氏

（
新
潟
県
十
日
町
警
察
署
生
活
安
全
課

長
）
霧
入
場
料
H
無
料
笏
問
合
せ
H
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内

智
5
7
i
8
9
1
8
）
へ
。

5
月
「
子
供
映
写
会
」

纏
日
時
”
5
月
2
4
日
ω
午
前
1
0
時
～
霧
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
笏
入
場
料
H
無

料
霧
内
容
H
べ
っ
か
ん
こ
鬼
、
や
さ
し
い

ラ
イ
オ
ン
ほ
か
霧
問
合
せ
H
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
5
月
の
定
期
投
影

霧
日
時
H
5
月
1
8
日
㈲
、
2
5
日
㈲
午
前
1
1

時
～
4
0
分
間
雛
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル

影
入
場
料
H
一
般
H
2
百
円
、
中
学
生
以

下
”
百
円
霧
問
合
せ
H
中
里
村
教
育
委
員

会
（
費
6
3
－
4
4
7
8
）
へ
。

寄付ありがとう
　　　4月25日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ＝南雲ナツ（土市

1・香典返し300，000円）池田金一郎

（轟木・10，000円）越村好一（新座

2・香典返し20，000円）尾身福由（東

京都・300，000円）㈱拓越互助会（本

町7・107，157円）雪まつりチャリテ

ィ水沢商工会（39，318円）川泉のお

客様一同（新座2・3，644円）

囹羽根川荘へ＝仲条会（9，100円）仲

好会（5，700円）

幽公民館図書室へ＝羽鳥秀作（本町

6－2）長田トモ子（田川町3）竹藤

津恵美（美雪町3）星野元一（下山）

高橋信（寿町1）

團公民館本館へ＝十日町地区婦人会

（座布団50枚・調理用丸いす・100，

000円相当）

囹博物館へ＝小林正俊（城之古1）

幽十日町市へ＝十日町地区造園組合

（フラワーボックス1基・花の苗）

消
費
者
月
間
（
5
月
）

　
　
　
　
　
　
　
記
念
講
演
会

笏
日
時
H
5
月
2
3
日
働
午
後
1
時
～
3
時

籔
場
所
H
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
多
目
的

ホ
ー
ル
（
1
階
）
笏
講
師
U
木
元
錦
哉
氏

（
明
治
大
学
法
学
部
教
授
）
目
黒
剛
氏
（
働

新
潟
経
済
社
会
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
理
事

長
）
笏
問
合
せ
H
県
庁
生
活
企
画
課
消
費

生
活
係
（
盈
幡
－
獅
r
5
5
1
1
）
へ
。

※
5
月
2
2
日
㈲
午
後
1
時
～
2
8
日
㈱
午
後

3
時
ま
で
同
会
場
1
階
ロ
ビ
ー
で
「
消
費

生
活
パ
ネ
ル
展
」
開
催
。

◆
心
の
健
康
相
談
　
笏
日
時
H
5
月
2
7
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
勿
場
所
H
十
日

町
保
健
所
笏
担
当
医
H
江
口
医
師
（
上
村

病
院
）
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
暦

57
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

◆
保
健
所
健
康
相
談
　
笏
日
時
H
5
月
2
3

日
働
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
”
十

日
町
保
健
所
笏
内
容
H
難
病
相
談
笏
担
当

医
H
石
川
医
師
（
西
小
千
谷
病
院
）
笏
申

込
み
H
5
月
1
9
日
㈲
ま
で
に
十
日
町
保
健

所
へ
。

◆
2
歳
児
無
料
歯
科
検
診
　
対
象
者
に
は

個
別
通
知
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
笏
日
時
H
6
月
8
日
㈲
午
前
9

時
～
正
午
笏
場
所
H
保
健
セ
ン
タ
ー
笏
対

象
H
2
歳
児
（
平
成
6
年
6
月
～
7
年
5

月
生
ま
れ
）
笏
内
容
H
歯
科
検
診
、
歯
科

相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
笏
問
合
せ
H

健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

◆
成
人
無
料
歯
科
検
診
　
笏
日
時
H
6
月

8
日
㈲
午
前
9
時
～
1
0
時
3
0
分
笏
場
所
H

保
健
セ
ン
タ
ー
笏
条
件
H
市
内
在
住
の
2
0

歳
以
上
の
人
笏
申
込
み
H
6
月
2
日
㈲
ま

で
に
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

◆
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

県
で
は
歯
の
健
康
の
大
切
さ
を
P
R
す
る

た
め
、
自
分
の
歯
で
食
べ
健
康
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
高
齢
者
を
表
彰
し
ま
す
。
笏

日
時
H
6
月
8
日
㈲
午
前
9
時
～
9
時
3
0

分
笏
場
所
口
保
健
セ
ン
タ
ー
笏
条
件
H
①

自
分
自
身
の
歯
の
本
数
（
親
知
ら
ず
除
く
）

が
、
8
0
歳
以
上
の
人
2
0
本
以
上
、
7
0
～
79

　
力
動
基

　
電
運
6

　
北
り
灯

欝
東
く
銀

歳
の
人
2
4
本
以
上
②
自
分
の
歯
の
う
ち
虫

歯
な
ど
の
治
療
が
終
わ
っ
て
い
な
い
歯
が

5
本
以
下
③
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が
な
い
④

そ
の
他
の
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
い

笏
申
込
み
H
5
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
健
康
福

祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

◆
商
業
統
計
調
査
　
6
月
1
日
現
在
で
商

業
統
計
調
査
（
卸
売
・
小
売
業
）
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
5
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査

票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
笏
対
象
”
卸
売
・
小

売
業
を
営
む
事
業
所
（
商
店
）
笏
調
査
内

容
”
事
業
所
名
、
従
業
者
数
、
年
問
商
品

販
売
額
、
商
品
手
持
額
等
笏
問
合
せ
H
総

務
課
文
書
統
計
係
へ
。

◆
第
3
0
回
市
展
ポ
ス
タ
ー
募
集
　
笏
応
募

資
格
H
特
に
な
し
笏
規
格
H
①
大
き
さ
54

㎝
（
タ
テ
）
×
3
9
㎝
（
ヨ
コ
）
②
内
容
“
美

術
展
に
ふ
さ
わ
し
く
斬
新
な
も
の
③
色
”

地
色
（
白
）
を
含
め
3
色
④
文
字
H
第
3
0

回
市
展
笏
申
込
み
持
7
月
2
2
日
㈹
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
公
民
館
本
館
盈
5
7
－
5
0

72



1
1
）
へ
。

づ
新
潟
県
職
員
採
用
試
験
　
笏
職
種
H
看

護
婦
（
士
）
笏
募
集
人
員
H
4
0
人
程
度
笏

受
験
資
格
H
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
婦
（
士
）
の
免
許

取
得
者
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
①
禁
治

産
者
及
び
準
禁
治
産
者
②
禁
固
以
上
の
刑

に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

ま
た
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
人
③
新
潟
県
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

2
年
を
経
過
し
な
い
人
④
日
本
国
憲
法
施

行
の
日
以
降
に
お
い
て
日
本
国
憲
法
ま
た

は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破

壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し

た
人
勿
申
込
み
n
5
月
1
5
日
㈲
ま
で
に
受

験
申
込
書
、
看
護
婦
（
士
）
免
許
証
の
写

し
を
新
潟
県
病
院
局
総
務
課
職
員
係
（
〒

蜘
1
7
0
新
潟
市
新
光
町
4
1
1
盈
幡
－
獅

ー
5
5
1
1
）
へ
。
※
郵
送
の
場
合
5
月

15
日
の
消
印
有
効

◆
平
成
9
年
度
調
理
師
試
験
　
笏
日
時
H

6
月
2
7
日
樹
午
後
1
時
～
笏
場
所
H
六
日

町
笏
資
格
H
中
学
卒
業
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

で
、
調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
が
2
年

以
上
あ
る
人
笏
申
込
み
“
①
調
理
師
試
験

受
験
願
書
②
調
理
業
務
従
事
証
明
書
③
卒

業
証
明
書
等
④
写
真
を
添
え
て
5
月
1
2
日

㈲
～
1
9
日
㈲
ま
で
に
十
日
町
保
健
所
（
智

57
－
2
4
0
0
）
へ
。

◆
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
　
笏
募
集
人

員
H
若
干
名
笏
応
募
資
格
H
①
満
2
0
歳
以

上
の
心
身
と
も
に
健
康
な
人
で
、
河
川
に

接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
愛
護
に
関
心
の

あ
る
人
②
毎
月
の
報
告
を
確
実
に
行
え
る

人
ま
た
は
、
随
時
の
報
告
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
た
だ
け
る
人
③
建
設
省
の
職
員
と

そ
の
家
族
は
除
く
笏
申
込
み
H
5
月
31
日

出
ま
で
に
信
濃
川
工
事
事
務
所
占
用
調
整

課
（
〒
蜘
長
岡
市
信
濃
1
－
5
－
3
0
「
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係
智
0
2
5
8

－
32
1
3
0
2
0
）
へ
。

◆
司
法
書
士
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ

金
…
番
　
借
金
返
済
で
お
悩
み
の
方
、
法

律
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
笏
日
時

H
6
月
1
5
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
笏

相
談
料
H
無
料
笏
電
話
番
号
H
幡
1
㎜
1

6
0
3
1
（
当
日
限
り
）
笏
間
合
せ
H
外

山
（
智
0
2
5
8
1
3
3
1
5
1
5
1
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

家
族
介
護
者
教
室

　
　
～
一
般
公
開
講
座
1
～

霧
目
時
H
5
月
1
7
日
ω
午
後
2
時
～
3
時

30
分
霧
場
所
”
公
民
館
本
館
纏
内
容
H
こ

れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
」
雛
間
合
せ
”
三
好
園
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
智
5
6
－
2
1
0
6
）

つ
ま
り
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
暦

58
i
2
0
5
0
）
ま
た
は
公
民
館
本
館
（
費

57
1
5
0
1
1
）
へ
。

初
級
手
話
講
習
会

霧
日
時
H
5
月
2
8
日
㈱
～
8
月
2
0
日
㈱
の

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
（
お

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ。

ゆi雛麹議嚇一・

品　　　　名 規　格 希望価格

クロスカントリースキー一式 くつ25cm
板　180cm 1万円

精 米 機 巡環式・15kg用 3万円
ポ ケ　　ベ ル

呼び出し専用
2か所登録可 3千円

編 み 機 ブラザー 相談で

卜 ラ　ク　タ 一
ヤンマー
1510－D

ノノ

木 幽
灰 6　俵 無　料

軽 ト　ラ　ツ 夕 スバルサンバ
3年使用・9年6月車検 15万円位

ベビーバス・クーハン
木製すべり台ほかベビー用晶 相談で

農用トレー 卓
フ

トラクターけん引用
コンバインを運搬用に作成したもの

／ノ

騨繊類耀騒灘慧騨・一

化　　粧　　箱 2　個 1個千円

掃　　　除　　機 3千円位

スチームアイロン 千円位

おばけかぽちゃの種 若干量 相談で

アコースティックギター なるべく
新しいもの 2～3千円

ピ　　　ア　　　ノ 10万円

電子　ピア　ノ ヤマハかカワイ 相談で

50ccスクーター できれば黒
ノノ

二段ベ　ッ　ド 大人用 ／ノ

ノルディックスキー一式 男子用25cm 〃

マウンテンバイク 男子用・24インチ 〃

クロカンローラースキー 〃

クロスカントリースキー一式 ①くつ25cm・板180cm
②くつ26cm・板185cm

1セツト

2千円
ゴルフセッ　ト 5千円

女児用自転車 小学校3年生
20～22インチ 相談で

婦人用自転車 26インチ 無　料

子供用自転車 男児用・12インチ 相談で
電子　ピア　ノ 定価20万円以上だったもの

ノノ

ギ　　　タ　　　ー ノ／

盆
の
8
月
1
3
日
は
休
み
）
雛
場
所
U
公
民

館
本
館
雛
受
講
料
1
1
5
百
円
（
資
料
代
ほ

か
）
霧
定
員
“
2
5
人
（
高
校
生
以
上
・
先
着

順
）
雛
申
込
み
H
5
月
1
9
日
㈲
ま
で
に
市

役
所
内
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

妻
有
．
荘

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

膨
日
時
・
内
容
H
①
5
月
1
5
日
㈱
午
前
9

時
～
n
時
（
大
掃
除
）
②
5
月
1
9
日
㈲
～

23
日
樹
・
6
月
1
6
日
㈲
～
2
0
日
働
午
後
2

時
～
3
時
（
屋
外
散
歩
）
③
年
問
を
通
し

て
毎
月
第
2
・
4
の
月
～
金
曜
日
午
前
9

時
～
1
0
時
3
0
分
（
リ
ネ
ン
交
換
）
、
毎
週
月
・

金
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分
（
特

浴
介
助
）
携
申
込
み
目
市
役
所
内
十
日
町

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
）
へ
。

朗
読
の
勉
強
会

笏
日
時
H
5
月
2
4
日
幽
午
後
1
時
3
0
分
～

霧
場
所
H
公
民
館
本
館
％
講
師
H
小
西
慧

道
（
元
N
S
T
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
笏
間
合

せ
H
数
藤
洋
子
（
智
5
7
－
4
7
6
0
）
へ
。

え
趨
ろ
ん

　
　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

笏
日
時
U
5
月
2
7
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
笏
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
雛
参
加
費
H
5
百
円
霧
定
員

H
1
5
人
（
先
着
順
）
雛
内
容
H
簡
単
に
で

き
る
お
も
て
な
し
洋
風
料
理
務
申
込
み
H

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
お
客
様
セ
ン

タ
ー
（
智
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
体
力
測
定
〉
　
笏
日
時
”
5
月
2
8
日
㈱

午
後
7
時
～
笏
場
所
H
総
合
体
育
館
笏
指

導
H
体
育
指
導
委
員
笏
問
合
せ
H
総
合
体

育
館
（
費
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

〈
体
指
の
出
前
指
導
開
始
〉
　
団
体
か
ら

の
要
請
に
対
し
、
体
育
指
導
委
員
が
実
技

指
導
の
出
前
を
し
ま
す
。
笏
内
容
H
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
、
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
笏
条
件
H
1
団
体
1
0
人
以
上
で
笏
回

数
H
1
期
間
5
回
ま
で
笏
申
込
み
H
実
施

日
の
2
週
間
前
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。

〈
総
合
公
園
テ
ニ
ス
ナ
イ
タ
ー
コ
ー
ト
8

面
に
増
〉
　
笏
開
設
時
間
H
午
後
9
時
3
0

分
ま
で
笏
使
用
料
匡
1
時
間
千
2
百
円

（
照
明
代
含
む
）
笏
申
込
み
H
要
予
約
。
総

合
公
園
管
理
棟
（
盈
5
7
1
1
0
9
9
）
へ
。

〈
第
1
3
回
十
日
町
市
招
待
親
善
高
校
野
球

大
会
〉
　
笏
日
時
H
5
月
2
4
日
ω
・
2
5
日

㈲
笏
場
所
H
笹
山
球
場
笏
招
待
校
H
富
山

県
立
富
山
商
業
高
校
笏
入
場
料
H
5
百
円

勿
間
合
せ
H
小
林
聡
（
大
会
事
務
局
盈
5
7

i
9
3
8
3
）
へ
。

〈
第
1
4
回
全
国
一
斉
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
〉

笏
日
時
H
5
月
1
8
日
㈲
午
前
1
0
時
全
国
一

斉
ス
タ
ー
ト
（
9
時
受
付
開
始
）
勿
集
合

場
所
”
市
立
西
小
学
校
勿
参
加
費
H
5
百

円
（
参
加
賞
、
飲
み
物
代
、
十
日
町
駅
～
新

座
駅
間
運
賃
）
笏
申
込
み
H
5
月
1
5
日
㈲

ま
で
に
申
込
用
紙
を
公
民
館
本
館
（
盈
5
7

－
5
0
1
1
）
へ
。
※
当
日
会
場
で
の
申

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。
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鱒

十
日
町
市
史
を
読
む

　
旧
石
器
時
代
は
、
人
類
が
誕
生
し

て
土
器
が
使
用
さ
れ
始
め
る
ま
で
の
、

約
四
〇
〇
万
年
～
一
万
二
〇
〇
〇
年

前
ま
で
を
い
い
ま
す
。
土
器
を
ま
っ

た
く
伴
わ
な
い
、
石
器
だ
け
の
文
化

で
す
。

　
市
内
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、

八
か
所
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
三
～
一
万
年
く
ら
い
前
の
、

後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
で
す
。
河

岸
段
丘
の
上
に
、
赤
土
が
降
り
積
も

っ
て
い
る
時
代
、
と
考
え
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
。

溶

葬

議iii霧

廼

響
墾沁，

’鞭

旧石器　石刃とナイフ形石器

　
昭
和
六
十
一
年
、
水
沢
中
学
校
の

建
設
の
た
め
、
敷
地
内
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
中
世
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ち

館
跡
が
確
認
さ
れ
、
南
谷
内
館
跡
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
調
査

を
続
け
る
う
ち
に
、
旧
石
器
時
代
の

遺
跡
で
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。　
写
真
の
左
か
ら
四
点
は
、
原
石
か

　
　
　
　
　
　
は
く
へ
ん

ら
割
り
出
し
た
剥
片
で
す
。
す
る
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
じ
ん

い
刃
の
よ
う
な
形
か
ら
、
石
刃
と
呼

ば
れ
ま
す
。
こ
の
石
刃
を
加
工
し
て
、

左
端
の
石
器
を
作
り
ま
す
。
ナ
イ
フ

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
の
で
、
ナ

イ
フ
形
石
器
と
呼
ば
れ
、
約
二
万
年

前
の
代
表
的
な
石
器
で
す
。

　
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
後
期
旧
石
器

時
代
の
代
表
的
な
石
器
で
す
が
、
市

　
　
　
あ
か
ば
　
ね

内
で
は
赤
羽
根
遺
跡
（
伊
達
）
か
ら

も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
ナ
イ
フ
形
石
器
を
中
心
と
し
た
時

　
　
　
　
　
　
せ
ん
と
う
き

期
は
、
や
が
て
尖
頭
器
（
石
槍
）
が

中
心
の
時
期
に
代
わ
り
ま
す
。

　
旧
石
器
時
代
の
終
末
に
は
、
長
さ

三
セ
ン
チ
、
幅
○
・
五
セ
ン
チ
前
後

　
　
　
　
さ
い
せ
き
じ
ん

の
小
さ
な
細
石
刃
が
登
場
し
ま
す
。

こ
れ
は
木
や
骨
の
軸
に
埋
め
込
ん
で

使
わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
土

器
を
使
う
縄
文
時
代
へ
移
り
ま
す
。

　
（
資
料
編
2
考
古
　
南
谷
内
館
跡
）
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十日町市民の動き

（4月末日現在）

44，917人（前目比＋5）

22，092人（〃　＋9）

22，825人（〃　一4）

（前目比十59）12，891

■人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
5
週
間
ほ
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
東

部
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
南
部
と
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
北
部
の
市
や
町
に
、

職
業
研
修
と
国
際
交
流
を
目
的
に
滞
在

し
ま
し
た
。
観
光
地
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
は
も
ち
ろ
ん
す
ば
ら
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
強
い
印
象
を
受
け
た
の
は
む
し
ろ

人
口
数
千
人
の
田
舎
町
で
の
日
々
で
す
。

灼
熱
の
太
陽
の
下
で
見
た
見
渡
す
限
り

真
っ
白
な
綿
花
畑
。
も
う
も
う
と
砂
ぼ

こ
り
を
あ
げ
な
が
ら
時
速
百
数
十
キ
ロ

で
走
り
抜
け
る
真
っ
す
ぐ
な
道
の
彼
方

に
は
蟹
気
楼
。
道
端
で
じ
っ
と
こ
ち
ら

を
見
て
い
た
カ
ン
ガ
ル
ー
の
親
子
。
夜

空
に
美
し
く
輝
く
南
十
字
星
。
そ
し
て

何
よ
り
も
人
々
の
す
ば
ら
し
い
笑
顔
と

優
し
さ
。
人
情
で
は
引
け
を
取
ら
な
い

こ
の
十
日
町
市
も
、
き
っ
と
訪
れ
る
人
々

の
心
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
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